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り，年齢，性別および BMIとリンパ節形態（短
径および短長径比）との関係を評価した．また累
積関連混合モデルにより，血流型と年齢，性別お
よび BMIとの関係を評価した．
【結果】
　短径は上頸部において年齢（P＝0.043）と
BMI（P＜0.001），顎下部において性別（女性）（P
＝0.018）と BMI（P＝0.002），オトガイ下部に
おいて BMI（P＝0.001）と有意な関連を示した．
いずれの領域でも BMIの増加により短長径比は
有意な増加を示した．また女性はどの領域でも男
性より短長径比は有意に増加していた．上頸部で
は BMIが増加するにつれて無血流型になる傾向
があったが（P＝0.0₅1），オトガイ下部では BMI
が増加するにつれて有意に放散型になる機会が増
加した（P＝0.011）．顎下部では女性の場合に有
意に無血流型になる機会が増加した（P＝0.020）．
【考察と結論】
　本研究結果から，年齢，性別および BMIが 3
つの領域の頸部リンパ節の形態や血流と関連を有
していることが示された．通常はこれらの因子は
頸部リンパ節腫大の評価基準に考慮されてはいな
いが，若年成人時から関連することを考えた場
合，超音波検査時に異常リンパ節を評価する際に
は，特に性別および BMIを考慮するべきである
ことが示唆された．
